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担い手の循環
土地の循環

他縁

現在の棚田と水路 掘削による粘土層の除去
による半地下空間

棚田をつなぐ水路の遺構
から骨組みの形成

集落の残った稲藁を再利
用した屋根

担い手の循環を生む使われ方 役目を終え、躯体は次の
フェーズで利用。藁が土
壌を豊かに変える

土が重なり、森林は棚田面
へ拡大する

粘土層は樹木の
根の成長を妨げる荒廃や

その可能性
木組み

屋根谷による
雨水処理 水路の生活水

としての活用 藁のすき込み 棚田形状
を継承

循環集落 　　
　集落はかつての人口規模から急激に縮小し、
集落の生活地の規模とのギャップから耕作放棄
地や森林の無秩序な拡大による弊害が生まれて
いる。さらに集落血縁のみでの維持は困難となっ
ていることから、多様な人が関わりながら維持
管理していくような他縁への転遷が必要である
と考えられる。
　これらから本計画
では土地と担い手の
二つの循環を生み出
す心臓を構築する。

- 担い手と土地の転遷をつなぐ -

Phase4 Phase3

Phase1 Phase2
教育 ＋宿泊

還元 ＋貸出

0year

5year

20year

15year

10year

　集落外の人への農業
体験を行う。そのプロ
グラムから荒廃地が修
復され、集落に関わる
人々を生み出す。

　集落の棚田を水田一枚
単位で外部に貸し出し、
オーナーとして管理して
もらいながら集落に定期
的に関わる人を生み出す。

　集落の空き家を活用
し、そこに住まい始める
ことから仮設施設は役目
を終え、棚田は豊かな土
壌へと姿を変え、眠る。

集落での体験、教育を延
長し、農業を付加価値と
した宿泊機能をプログラ
ムに組み込み、一日の集
落の生活を体験する。

集落の血縁が途切れ始め集
落外からの転入が進む
施設での半定住が行われる

集落のコンパクト化と
農村体験・教育が開始する

水脈一つが閉じ、新しい
住人が住み集落を存続
させる

集落内の住民と外部の恊働
で集落が運営され始める

体験・教育を通して集落の
文化にふれる

①Life of Bearers

②Landscape

③Management 
　Community

④Waterway network

管理手の不足から荒廃

土地の循環　－人のものから自然へ－ 担い手の循環　－地縁から他縁へ－

荒れた
良好

管理手の年齢と棚田

棚田を景観の状態か
ら取捨選択

複雑に繋がった集落
インフラ維持コミュ
ニティ

水の繋がりは住人の繋
がりである。水脈単位
でのコンパクト化

　①担い手の寿命、②文化的景観の現状、③集落インフラの維持コミュニティ、
④水路ネットワークをたよりに持続可能な適正規模へと縮小化するための場所

５人組
筋組合
講

水脈

Scope

　河内長野市流谷集落の生業を継ぐ住民は 60 歳から～90 歳を超え、およそ 20 年後には消滅の可能性
を孕む。20 年のスパンで集落血縁から外部の担い手へ移行する。

循環のダイアグラム

炊事場への給水～トイレからの排水

個々のスペース

還元された土壌

貸し出しスペース
共用の炊事場・水まわり

Phase1　教育

Phase2　＋宿泊
  
Phase3　＋貸出

Phase4　還元

段
階
計
画

Plan 1:500

Section（A-A’） 1:500

農具の貸し出し

共用の炊事場

内部空間を通り抜ける水路

受付

貯水槽

コモンスペース

ミーティングルーム

レクチャールーム
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